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講義計画

前期は、各自のテーマを設定し、それに伴って必要な資料・文献を把握し収集すること、自分の問題意識を明らかにすること
を目標とします。論文の文体に慣れ、論文の書き方の基礎も学んでいきます。
夏休みは資料収集のチャンスです。有効に使うこと。
後期は、具体的な研究発表を進めていきます。各自が設定したテーマや問題意識に沿って研究を進め、論文の骨子を固め
ていき、その成果をレジュメにまとめて発表します。他の受講者の研究内容に対しても質問や助言などを求めます。
このように全体での発表と並行して、個人指導も行います。１１月には論文の下書きに入れるよう、心がけておくこと。

（前期）
１、授業計画とオリエンテーション
２－５、論文の書き方、読み方について
６－１０、研究報告書（１）の提出、自分の研究計画を発表する。
１１－１５、研究報告書（２）の提出、中間発表（１）

（後期）
１－５、中間発表（２）
６－１０、中間発表（３）
１１－１４、研究内容の文章化
１５、卒業研究の提出と報告

テキスト なし。

参考書 授業中に適宜指示します。

目的と概要
演習Ⅰで身に付けた内容をふまえ、近代文学の諸作品に対する読解力を深める。研究方法の基礎を身に付
ける。
受講者各自がそれぞれのテーマと問題意識を持ち、卒業研究としての完成を目指す。

成績評価法 出席状況、授業への参加態度、卒業研究への取り組みによって、総合的に評価します。

開期 通年 金曜日4限

授業テーマ 近代文学研究

科目名 演習Ⅱ
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